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検 索
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総合優勝は 一岩 雅人 さん（岡山スイキュウ㈱）

岡山県トラック協会は、７月６日（木）「第４３回岡山県トラックドライバーコンテスト」を岡山県トラック
協会自動車運転練習場（岡山市東区中尾355-1）で開催し、県内12社から20名のドライバーが参加
しました。
例年よりも1カ月以上早い時期での開催となりましたが、当日は青空が広がり絶好の大会日和と

なりました。

第４３回
岡山県トラックドライバーコンテストを開催

筆記試験・開会式

開会式に先立ち、研修会館において、筆記試験が行われ、選手たちは交通法規・構造機能・運転常
識についての合計100問に挑戦しました。
筆記試験に続いて開会式が行われ、出場選手を代表し畠山隆助さん（センコーエーラインアマノ
㈱津山営業所）が選手宣誓を行いました。

運転・整備点検競技

開会式の後、11トン部門・4トン部門・女性部門に分かれて運転技能競技と整備点検競技を行いま
した。運転技能競技では、約1kmの走行コースのなかで、運転態度、発進、一時停止、ホーム付等の
技能を競いました。
また、整備点検競技では、日常点検項目における整備点検や点検着眼、点検動作及び不良箇所の
指摘などの技能を競いました。
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1位 一岩　雅人 岡山スイキュウ㈱ 瀬戸内物流センター
2位 福田　正樹 NX日本通運㈱ 水島海運支店
3位 笠原　彰雄 NX日本通運㈱ 岡山支店 岡山コンテナ課

1位 小見山航輝 両備トランスポート㈱ 岡山営業所
2位 多田　裕幸 NXキャッシュロジスティクス㈱ 西日本支店 岡山センター
3位 押柄　賢忠 ㈲野口運輸商事 岡山事業所

各部門別の優勝者（女性部門は特別賞）

今年はコロナ禍後初めての制約のない大会となり、各社から大勢が応援に駆け付けました。出場
選手たちは日ごろ培った技術を十分に発揮していました。

各部門で優勝した3名の選手は、10月21日、22日に茨城県ひたちなか市の安全運転センター中
央研修所で開催される、第55回全国トラックドライバーコンテストに岡山県代表として出場する権
利を得ました。

各部門入賞者

◆ 11トン部門

◆ 4トン部門

特別賞 近藤 かおる 岡山スイキュウ㈱ 泉田営業所

◆ 女性部門

11トン部門
一岩　雅人

（岡山スイキュウ㈱瀬戸内物流センター）

4トン部門
小見山　航輝

（両備トランスポート㈱岡山営業所）

女性部門
近藤 かおる

（岡山スイキュウ㈱泉田営業所）

表彰式・閉会式

表彰式では、遠藤俊夫会長から「業界をあげて安全運転を徹底し、広く社会に貢献できるよう願っ
ています。選手の皆さんは、この大会に参加したという誇りを胸に、日ごろの業務においてもその技
量を如何なく発揮され、他のドライバーの模範となってください。」と挨拶がありました。

11トン部門から順に上位入賞者が発表され、11トン部門一岩雅人さん（岡山スイキュウ㈱）、4
トン部門の小見山航輝さん(両備トランスポート㈱)の2名が学科97点、運転100点、整備85点の合
計282点を獲得しました。全ての点数が同点という非常に珍しい結果でしたが、大会規定により年
齢が上である一岩さんが総合優勝となりました。
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１. はたらくトラックファミリーフェスタ

トラックを見て体験して親しみ、併せて交通安全や環境
対策も学べる「トラックフェスタ」を４年ぶりに開催

「はたらくトラックファミリーフェスタ」

日　時 １０月２１日（土）　10:00～15:00(予定)
場　所 岡山市サウスヴィレッジ　岡山市南区片岡2468
内　容 ①様々なトラックの展示・乗車体験
 ②子どもの運送体験、子ども免許証作成
 ③交通安全、防犯、環境学習コーナー
 ④小学生絵画コンクール表彰式
 
※詳しくは、「おかやまトラック輸送情報」１０月号でお知らせします。

２. 「トラックの日」小学生絵画コンクール事業

小学生のトラックへの関心を高めるため、県内各地の小
学校に呼びかけ、未来のトラックの絵画を募集(青年協議会
主体での実施) 

「トラックの日」小学生絵画コンクール

募 集 対 象 岡山県内の小学生
募 集 期 間 ７月～９月４日
作品の展示・公表 優秀作品１３点は、「はたらくトラックファミリーフェスタ」会場で表彰式を実施
 上記作品を含む優秀作品１００点は、「はたらくトラックファミリーフェスタ」会場で展
 示するとともに、当協会のホームページで公表予定

3. 献血事業

社会貢献活動として定着しており、引き続き実施

・日赤献血車が県内事業所等を巡回

　10/6（金) 井倉運輸㈱（新見市足見）
　10/7 (土) 総社運送事業協同組合(総社市西郡)
　10/12(木) 岡山トラックステーション(岡山市中区倉富)

　10/20(金)　備前輸送サービスセンター(備前市伊里中)
　10/25(水)　岡山県高速運輸事業協同組合勝央事業所(勝央町勝間田)　　 
　10/26(木)　矢掛輸送サービスセンター（矢掛町本堀)
　（注）上記日程が変更、追加される場合があります

・都合のよい日時に日赤血液センターや最寄りの献血会場で献血できる「団体献血紹介状事業」を引き

続き実施 (10/１～ 11/30)します。

・今年度も､10 月９日の「トラックの日」に合わせ、一般の方にも呼びかけて「トラックの日 献血 day」（岡

山市、倉敷市、津山市の３会場で予定）を実施します。

※詳しくは、「おかやまトラック輸送情報」１０月号でお知らせします。

４. トラックの森づくり関連事業

（１）募金事業

トラックの森づくりや交通安全など社会貢献活動のための業界内募金を引き続き実施

期　間 ８月～１０月(予定)
方　法 「トラックの森づくり」募金箱(「おかやまトラック輸送情報」８月号に同封しています)を利用さ

れ、支部又は分会にご連絡ください。

（２）全国植樹祭記念事業への協力

令和６年5月26日、岡山県において開催される全国植樹祭の記念事業
（地域植樹イベント）の会場への苗木運搬、参加者への記念グッズ提供等

期　間 ９月～１１月
場　所 県内５箇所（鏡野町、勝央町、新見市、津山市、高梁市）

5. 「トラックの日」記念ゴルフコンペ

募金活動の一環として実施。

日　　時 １０月１３日(金)　８：００から順次スタート
場　　所 後楽ゴルフ倶楽部(岡山市北区真星２６１０)
参加方法 ９月２９日(金)までに支部あてに申し込みください。
そ の 他 参加の方には、募金(１，０００円)へのご協力をお願いいたします。

令和５年度「トラックの日」実施事業

令和元年度ファミリーフェスタ

令和4年度教育長賞

令和４年度巡回献血

05OKAYAMA Truck Transport Information04 OKAYAMA Truck Transport Information
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　10/25(水)　岡山県高速運輸事業協同組合勝央事業所(勝央町勝間田)　　 
　10/26(木)　矢掛輸送サービスセンター（矢掛町本堀)
　（注）上記日程が変更、追加される場合があります

・都合のよい日時に日赤血液センターや最寄りの献血会場で献血できる「団体献血紹介状事業」を引き

続き実施 (10/１～ 11/30)します。

・今年度も､10 月９日の「トラックの日」に合わせ、一般の方にも呼びかけて「トラックの日 献血 day」（岡

山市、倉敷市、津山市の３会場で予定）を実施します。

※詳しくは、「おかやまトラック輸送情報」１０月号でお知らせします。

４. トラックの森づくり関連事業

（１）募金事業

トラックの森づくりや交通安全など社会貢献活動のための業界内募金を引き続き実施

期　間 ８月～１０月(予定)
方　法 「トラックの森づくり」募金箱(「おかやまトラック輸送情報」８月号に同封しています)を利用さ

れ、支部又は分会にご連絡ください。

（２）全国植樹祭記念事業への協力

令和６年5月26日、岡山県において開催される全国植樹祭の記念事業
（地域植樹イベント）の会場への苗木運搬、参加者への記念グッズ提供等

期　間 ９月～１１月
場　所 県内５箇所（鏡野町、勝央町、新見市、津山市、高梁市）

5. 「トラックの日」記念ゴルフコンペ

募金活動の一環として実施。

日　　時 １０月１３日(金)　８：００から順次スタート
場　　所 後楽ゴルフ倶楽部(岡山市北区真星２６１０)
参加方法 ９月２９日(金)までに支部あてに申し込みください。
そ の 他 参加の方には、募金(１，０００円)へのご協力をお願いいたします。

令和５年度「トラックの日」実施事業

令和元年度ファミリーフェスタ

令和4年度教育長賞

令和４年度巡回献血
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令和５年度
整備管理者 選任後 研修の日程について

岡山運輸支局
令和５年度整備管理者選任後研修を以下の日程で行います。
 
下記のいずれかで受講してください。

【場所】 岡山県自動車整備振興会　教育センター２F　第1研修室（岡山運輸支局敷地内）
 岡山市北区富吉５３０１－８

【対象】 整備管理者として選任している者のうち、以下に該当する者は必ず講習を受けてください。
 ・今年度新たに選任された者（ただし、今年度に整備管理者選任前研修を受講した者はこの限りでない。）
 ・令和４年度の整備管理者選任後研修を受けていない者

【申し込み】
当日受付制です。49ページの「令和5年度整備管理者選任後研修会 受講申込書」に必要事項をご記入のうえ、受講当日
に必ず持参ください。

【注意事項】
・受講は当日受付制（予約制ではありません）となります。（研修一回あたり200名までの開催）
・受講人数枠に限りがあります。岡山県外の営業所等所属の方は受講できません。
・岡山県内の営業所等所属の方は岡山運輸支局にて受講してください。
・受講申込書は、必要事項を記入のうえ受講当日必ず持参ください。（申込書をお持ちでない方は受講できません）
・研修日について、受講優先地域を設けております。地域内優先日に所在の営業所の方は受講いただき、地域外所在の
営業所の方は受講をお控えいただきますようご協力願います。（業務の都合上、どうしても受講希望日と合わない場
合は受講いただけます。）
・各受講日は、受講人数に上限があります。分散受講をお願いいたします。（研修後半にかけて受講者は減少します。）
・当該研修は自家用車の使用者における整備管理者にあっては任意での受講となります。どうしても受講が必要な場合
を除いて、受講はご遠慮いただきますようお願いいたします。
・受講当日は、適宜感染症予防対策を行い、受講お願いいたします。

【その他】
・必ず受付時間内にお越しください。（※受付時間を過ぎますと講習が受けられませんのでご注意ください。）
・当日は筆記用具及び運転免許証等（本人確認ができるもの）、受講申込書（必要事項記載のもの）を必ず持参してくだ
さい。
・出来る限り公共交通機関をご利用するか乗り合わせてご来場ください。

【問い合わせ先】 岡山運輸支局 ０８６-２８６-８１２2

開　催　日 受講優先地域 時　　間
令和5年(2023年)10月30日（月）
令和5年(2023年)12月6日（水）
令和5年(2023年)12月25日（月）
令和6年（2024年）1月25日（木）
令和6年（2024年）2月9 日（金）

倉敷地域を除く
岡山地域を除く
対象地域問わず
対象地域問わず
対象地域問わず

【午前の部】
受付　9:00～9:30　研修  9:30～11:30

【午後の部】
受付 13:00～13:30　研修 13:30～15:30  

6. 支部分会等地域事業

期　間 ９月～１１月
場　所 各地域
内　容 交通安全や環境活動などを県内各地で計画実施し、業界の取組を地域社会にアピール

する。支部・分会単位に独自の社会貢献活動（交通安全啓発資材贈呈、交通安全街頭指
導、安全パトロール、清掃活動等）を実施

7. その他の事業

各種の地域社会貢献活動を通年実施

・産業廃棄物不法投棄発見協力事業

・街頭犯罪抑止協力事業

・災害発生時の緊急・救援輸送事業

・子どもの安全・安心見守り事業

TRUCK DAY!
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TRUCK DAY!
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～西田末廣 前専務理事に感謝状を贈呈～

中国トラック協会は、令和5年度理事会を開催し、令和4年度事業報告及び収支決算（案）、令和5年度事業
計画（案）等の審議を行い、原案どおり承認されました。
令和5年度の事業活動としては、「標準的な運賃」の活用等による適正な運賃・料金収受、長時間労働の是
正及び取引環境の改善、対応等についての活動方針を確認しました。
役員表彰では、長年、中国トラック協会の役員等を務められ、協会運営並びに、業界の健全な発展等にご尽
力を頂きました岡ト協前専務理事の西田末廣氏に感謝状等が贈られました。
また、本理事会における最重要課題8項目の課題解決に向けた決意を表明するため、喜多村副会長（山ト
協会長）が「決議文」の朗読を行い、満場一致で決議事項が採択されました。

１．日　　時	 令和5年7月24日（月）15時00分～16時40分

２．場　　所	 「山口グランドホテル」2階 鳳凰・鶴の間	 	
	 山口県山口市小郡黄金町1-1

３．出 席 者	  41名

４．議　　案	 第 1号議案　令和4年度 事業報告、収支決算、剰余金処分(案)等について	 	
	 第 2号議案　令和5年度 事業計画(案)、収支予算（案）等について		
	 第 3号議案　役員選任等について(中ト協役員交替、全ト協常任委員会委員等)

５．報告事項	 令和5年度 中国トラック協会事故防止研修会の開催について

６．「中国トラック協会表彰規程」に基づく表彰（敬称略）	 	
	 感謝状（1名）	 	
	 西田　末廣　（一社）岡山県トラック協会　前専務理事

７．講　　演	 「トラック運送業界の課題と対応について」	 	
	 講　　　師	 （公社）全日本トラック協会　若林　陽介　理事長

８．来　　賓	 中国運輸局	 益田　　浩　局長		
	 	 〃	 髙山　正浩　自動車交通部長	 	
	 	 〃	 山口運輸支局	 坪倉　　勇　支局長	 	
	 （公社）全日本トラック協会	 若林　陽介　理事長

会
議
・
イ
ベ
ン
ト

報
告

令和５年度 中国トラック協会 理事会を開催
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主催者 挨拶　中ト協 小丸会長 決議文朗読　喜多村副会長（山ト協会長）

全日本トラック協会 若林理事長のご講演 ご来賓挨拶　中国運輸局 益田局長
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―中国トラック協会長・広島県廿日市市長 国土交通省へ再度要請―

昨年度（令和5年1月23日）、中国トラック協会（小丸 成洋会長）は、広島県廿日市市と連携を図り国土交通
省に対し、物流2024年問題の解消及び輸送の効率化のため中継輸送拠点「一般国道2号 コネクトパーキン
グ宮島」の整備に向けた要請を行いました。
その結果、今年度、中継輸送拠点「一般国道2号 コネクトパーキング宮島」については、国の事業着手が決

定し、調査設計費として5,000万円が予算計上されました。
当協会では、廿日市市と連携し今般、国土交通省に対し物流2024年問題の対策に大きく寄与する中継輸
送拠点「一般国道2号 コネクトパーキング宮島」について、早期に工事着手し着実な事業進捗が図られるよう
要望を致しました。

― 国土交通省 道路局への要請概要 ―

１．日　　時	 令和5年7月26日（水）16時30分～17時25分
２．要 望 先	 丹羽　克彦 道路局長、高松　諭 国道・技術課長
3．要望者・同席者（敬称略）	 	
	 広島県廿日市市 市長　松本 太郎、建設部建設部長　前田 勝也	 	
	 中国トラック協会 会長　小丸 成洋、専務理事　森井 茂人		
	 衆議院議員　平口 　洋（同席者）		
	 随行者 �廿日市市事業調監　椋木 貴夫、	 	

（公社）広島県トラック協会 企画事業部長　三宅 尊文
4．国土交通省道路局の回答	 	
	 �　中継輸送拠点は2024年問題を解決するための一つの方策である。	 	

中継輸送拠点「一般国道2号 コネクトパーキング宮島」は、全国初の取組みとして
いろいろなところで注目を浴びている。	 	 	 	 	 	
　中継輸送拠点を利用される方々の意見を聞き、ドライバーの方々が働きやす
い環境整備など、早期完成のためしっかりと検討させて頂く。

以上

会
議
・
イ
ベ
ン
ト

報
告

国土交通省へ中継輸送拠点の早期事業着手を要請

国土交通省 道路局 道路局長へ要請（右から）
中国トラック協会 森井専務理事、小丸会長、	
国土交通省 丹羽道路局長、廿日市市 松本市長、	

平口 衆議院議員、廿日市市 新田議長

国土交通省 道路局 国道・技術課長へ要請（左から）
中国トラック協会 小丸会長、国土交通省 高松 国道・技術課長、	

廿日市市 松本市長、平口 衆議院議員、	
中国トラック協会 森井専務理事、廿日市市 新田議長
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テロ対策の徹底について

令和３年８月６日に発生した小田急線車内における刃物による傷害事件や、同年10月31日に発生した京
王線車内における傷害事件、また、今般、令和5年7月23日に発生したJR西日本関西空港線の列車内にお
ける傷害事件を受け、より一層の安全の確保を図る観点から、改めて、別紙に掲げる項目に関し、テロ対策
の徹底を図るよう、国土交通省自動車局安全政策課長から要請がありました。

つきましては、会員事業者の皆様におかれましてもトラック運送事業における輸送の安全確保、テロ対策
の徹底を図っていただきますよう、お願い申し上げます。

以上

【共通事項】

・ テロ発生時の通報・連絡・指示体制の整備
・ 自主警備体制強化
・ 不審者情報、不審物発見時等の警察への連絡
・ 車両、身分証明書、制服等の管理及び盗難・紛失時の警察への連絡
・ 公共交通機関及び関連施設等のソフトターゲットに対する警戒警備の強化

【トラック等】

・ 営業所・車庫内外の巡回
・ 終業後のドアロック
・ 放射性物質等危険物輸送における安全管理
・ 配送先から荷送り人に覚えがないなど不審な荷物である旨の連絡があった場合の荷物に触れない旨

の注意喚起、荷物の状態に応じた速やかな引き取り、警察への連絡

（本件に関する問い合わせ先）

公益社団法人　全日本トラック協会 交通・環境部
電話：03-3354-1045　FAX:03-3354-1019
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令和５年秋の交通安全県民運動の実施について
令和5年9月21日（木）～9月30日（土）の10日間
交通事故死ゼロを目指す日 9月30日（土）

岡山県交通安全対策協議会（会長伊原木隆太岡山県知事）より下記の通り通知がありました。会員各位
におかれましては、本運動への積極的な参加と効果的な取り組みを推進されますようお願いいたします。

【概要】

１ 目　　的
　本運動は、広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けるとともに、県民自
身の積極的な交通安全活動への取組を推進することにより、交通事故防止を図ることを目的とする。

2 主　　唱　岡山県・岡山県交通安全対策協議会

３ スローガン　「交通ルール  守って笑顔  晴れの国」

４ 運動重点　
（１）�全国共通の重点	  

ア 子どもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保	  
イ 夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び飲酒運転等の根絶	  
ウ 自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

（２）�岡山県の重点	  
ア 横断歩行者優先の徹底	  
イ 運転中のスマートフォン等使用禁止の徹底	  
ウ スピードダウンの励行	  
エ 自転車の安全利用とヘルメット着用に向けた理解の促進

（３）�岡山県トラック協会自主重点目標	 �
１．飲酒・無謀運転の根絶、危険ドラッグ等の薬物使用運転の禁止	 �
　①点呼時におけるアルコール検知器による酒気帯び有無の確認及び睡眠不足の有無の確認の徹底	�
　②「飲酒運転防止対策マニュアル」を活用した従業員教育の徹底	 �
　③他の車両の通行を妨害する目的で一定の違反をする行為等（あおり運転）の禁止	 �
２．｢正しい運転・明るい輸送運動」の展開	 �
　①運行管理の徹底、過積載、過労運転の防止、車両の点検整備の励行	 �
３．エコドライブの推進	 �
　①省エネ・安全運転講習会、アイドリングストップの実践	 �
４．安全意識、運転マナーの向上対策	 �
　①横断歩道での歩行者優先の徹底	 �
　②運転中の携帯電話等の使用禁止の徹底	 �
　③従業員研修の実施及び交通安全資材配布による安全意識の啓発	�
　④協会輸送情報誌、ホームページでの安全広報活動の推進	 �
　⑤交通事故防止街頭キャンペーン等への参加

５ 運動重点に関する主な推進項目
　次のとおり各重点に掲げる項目を中心に、参加・体験・実践型の交通安全教育や広報啓発活動、街頭での交通安全指導や保護・誘導活
動を実施する。

（1）子どもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
　ア �歩行者の交通ルール遵守の徹底	  

歩行者に対して、横断歩道の利用、信号の遵守等の基本的な交通ルールの周知に加え、手上げやアイコンタクトにより運転者に対
して横断する意思を明確に伝え、安全を確認してから横断を始めること、横断中も安全を確認すること等を促す呼び掛けの強化

　イ �歩行中の子どもと高齢者の安全の確保
　　(ｱ) 歩行中幼児・児童の交通事故の特徴、高齢歩行者の死亡事故の特徴等を踏まえた交通安全教育等の実施
　　(ｲ) 保護者・教育関係者から幼児・児童に対する、道路の安全な通行に関する教育の推進
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　　(ｳ) 通学路等、子どもが日常的に集団で移動する経路等における見守り活動等の推進
　　(ｴ) �高齢者自身が、加齢に伴う身体機能の変化（例：認知機能の低下、疾患による視野障害、反射神経の鈍化、筋力の衰え）を理解し、

安全な交通行動を実践するための参加・体験・実践型の交通安全教育等の推進
　　(ｵ) 高齢者交通安全重点地区を中心とした高齢者の横断事故防止対策の推進
　　(ｶ) 「ゾーン 30 プラス」の整備を始めとする生活道路対策の推進
　　(ｷ) 通学路交通安全プログラム等に基づく点検や対策の推進

（２）夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び飲酒運転等の根絶
　ア 夕暮れ時と夜間の交通事故防止
　　(ｱ) 夕暮れ時と夜間における歩行者が関係する死亡事故の特徴を踏まえた、交通安全教育等の実施
　　(ｲ) 反射材用品等の視認効果や使用方法等の周知と自発的な着用の促進
　　(ｳ) 夕暮れ時における自動車・自転車前照灯の早めの点灯の励行
　　(ｴ) 夜間の対向車や先行車がいない状況におけるハイビームの活用
　　(ｵ) 自動車を使用する事業所における、従業員に対する夕暮れ時と夜間の運転時の注意喚起
　イ 歩行者等に対する保護意識の向上
　　(ｱ) 交通ルールの遵守と歩行者や他の車両に対する「思いやり・ゆずり合い」の気持ちによる交通マナーアップの呼び掛け
　　(ｲ) �横断歩道等に歩行者等がいないことが明らかな場合を除き、直前で停止可能な速度で進行するなどの、横断歩道等における歩

行者優先義務等の遵守の徹底
　　(ｳ) 歩行者等の保護の徹底を始めとした、安全運転の実践に資する交通安全教育や広報啓発の推進
　　(ｴ) 運転中のスマートフォン等の使用等の危険性についての広報啓発の推進
　ウ 高齢運転者の交通事故防止
　　(ｱ) 加齢等に伴う身体機能の変化が運転に及ぼす影響等についての交通安全教育及び広報啓発の推進
　　(ｲ) �衝突被害軽減ブレーキ等の先進安全技術を搭載した安全運転サポート車（サポカー）の普及  啓発とサポートカー限定免許制度

についての広報啓発
　　(ｳ) �身体機能の変化等により、安全な運転に不安のある高齢運転者等に対する安全運転相談窓口（安全運転相談ダイヤル：＃8080

（シャープハレバレ））についての広報啓発の推進 
　　(ｴ) 運転免許証の自主返納制度及び「おかやま愛カード」事業の広報啓発による、自主返納しやすい環境づくりの促進
　エ シートベルトの着用とチャイルドシートの正しい使用の徹底
　　(ｱ) �後部座席を含めた全ての座席におけるシートベルトの着用とチャイルドシートの使用義務の周知・指導の徹底及びその必要性・

効果に関する理解の促進
　　(ｲ) �シートベルトの高さや緩みの調整、チャイルドシート本体の確実な取付方法、ハーネス（肩ベルト）の締付け方等、正しい使用方

法の周知徹底
　　(ｳ) �高速乗合バス、貸切バス等の事業者に対する、全ての座席におけるシートベルト着用を徹底させるための指導・広報啓発の推進
　オ 二輪運転者に対する広報啓発(省略)
　カ 飲酒運転の根絶
　　(ｱ) �交通事故被害者等の声を反映した広報啓発活動等のほか、飲食店等における運転者への酒類提供禁止の徹底及びハンドル

キーパー運動の促進など、地域、職域等における飲酒運転根絶への取組を推進し、「飲酒運転を絶対にしない、させない」という
「飲酒運転を許さない社会環境」の醸成

　　(ｲ) �運転者の点呼時におけるアルコール検知器の使用促進や業務に使用する自動車の使用者等における義務の遵守の徹底
　キ 妨害運転等の防止
　　(ｱ) 妨害運転等の悪質性・危険性と罰則についての広報啓発
　　(ｲ) 「思いやり・ゆずり合い」の気持ちを持った運転の必要性、ドライブレコーダーの普及促進等に関する広報啓発の推進

（３）自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底(省略)

（４）横断歩行者優先の徹底
　ア �運転者に対し、横断歩道や横断者を看過しないための確認の徹底を始め、横断歩道のみならず道路標識や予告標示（いわゆる「ダ

イヤマーク」）への留意、横断歩行者等妨害等違反に係る罰則（反則金）・点数について広報啓発を推進
　イ �歩行者に対し、「アイコンタクト」、「手上げ」による横断の意思表示の実践について呼び掛けを強化

（５）運転中のスマートフォン等使用禁止の徹底
　ア �運転中のスマートフォン等での通話や画像注視といった「ながら運転」の危険性、ルール遵守の重要性及び罰則についての広報啓

発を推進
　イ 「ながら運転」禁止の徹底に向けた各種講習会、交通安全教室等の機会を通じた周知と地域、職域、各関係機関・団体等における取

組の強化
（６）スピードダウンの励行
　ア �各種講習会、交通安全教室等の機会や広報啓発活動を通じた、速度超過の危険性及び制限速度遵守の重要性の周知徹底
　イ �各関係機関・団体による各事業所や地域住民に対するスピードダウンの働きかけ

（７）自転車の安全利用とヘルメット着用に向けた理解の促進
　ア �交通事故はもとより、他の歩行者や車両への迷惑と危険の防止を踏まえた、自転車の安全利用に関する広報啓発、交通安全教育、

街頭指導等の推進



15OKAYAMA Truck Transport Information

行
政
だ
よ
り

　イ �自転車の飲酒運転が重大な交通事故につながることを踏まえ、自転車の飲酒運転厳禁について周知を徹底
　ウ 自転車の用水路等への転落事故防止についての広報啓発の推進
　エ �昨年までの過去10年間に、県内で発生した自転車事故におけるヘルメット非着用時の致死率は、着用時と比べて約4.7倍高いこと

など、ヘルメット着用が被害軽減を図り、ひいては命を守ることにつながる点に着眼した広報啓発、交通安全教育等を推進

６ 運動の実施要領
　運動の実施に当たっては、交通事故により、依然として多くの人々が犠牲になり、又は負傷している厳しい交通事故情勢が県民に正し
く理解・認識され、運動重点及び推進項目の趣旨が県民各層に定着して、県民一人一人が交通ルールを守り、相手に対する「思いやり・ゆ
ずり合い」の気持ちを持って交通マナーを実践するなど交通事故の防止に寄与するよう、以下の要領に従い効果的に運動を展開するも
のとする。また、運動に際しては、交通事故被害者等の視点に配意するとともに、交通事故犠牲者に対する哀悼の意を表するものとする。 
　さらに、交通安全に対する県民の更なる意識の向上を図り、県民一人一人が交通事故に注意した交通行動をとることにより、交通事故
の発生を抑止することを目的とした「交通事故死ゼロを目指す日」を実施する。

（１）地域、家庭等における活動
　ア 世代間交流を視野に入れた参加・体験・実践型の交通安全教室等の開催
　イ �家庭内での話合い等を通じた交通安全意識の向上、安全な交通行動の実践
　ウ �交通安全教育を受ける機会の少ない高齢者等に対する、福祉関係者や地域の交通ボランティア等と連携した家庭訪問等による交

通安全指導の推進エ 地域が一体となった子どもの見守り活動の充実 
（２）教育現場等における活動
　ア 幼児と保護者が一緒に学ぶ参加・体験・実践型の交通安全教室等の開催による基本的な交通ルールの教育
　イ �児童・生徒を対象とした交通安全教材「セーフティサイクル・ステップアップ・スクール」を利用した交通安全学習、学生等を対象とし

た参加・体験・実践型の交通安全教室の開催等による安全な歩行と自転車の安全利用、ヘルメット着用等に関する教育
　ウ 地域の交通安全啓発活動への参加促進

（３）福祉施設等高齢者が利用する機会の多い施設等における活動
　  参加・体験・実践型の交通安全教室等の開催による、安全な歩行・自転車利用等についての指導

（４）職域における活動
　ア 事業所等の業務形態に対応した交通安全教室等の開催
　イ 飲酒運転・無免許運転・妨害運転等による交通事故の実態と悪質性・危険性の周知
　ウ 横断歩道等における歩行者等優先の徹底と歩行者等に対する思いやりのある模範的な運転の推進
　エ 交通法令を遵守し、体調面も考慮した安全運転の励行
　オ 後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　カ �自転車を利用する通勤又は業務中の交通事故防止や被害軽減に向けた、自転車交通ルールの遵守とヘルメット着用の徹底
　キ 自動車、自転車の早めのライト点灯の励行
　ク 右左折時、進路変更時における合図の徹底
　ケ 社内での広報啓発活動や、職員による地域の交通安全啓発活動への参加の促進
　コ 安全運転管理者、運行管理者等による交通安全指導の徹底

（５）交通安全総点検の実施
　�通学路や生活道路、用水路等の危険箇所の把握と解消に向けて、地域住民等を交え、子どもや高齢者等の視点に立った点検を実施

７ その他
（１）�模範的な交通行動の実践	  

各関係機関及び団体は、連携して運動に取り組むとともに、それぞれの所管及び特性に応じ、創意工夫を凝らした活動を実施し、本運
動が真に県民総ぐるみの運動となるよう努めるとともに、職員に対して本運動の趣旨等を周知し、職員自身が率先して模範的な交通
行動を示すよう特段の配意をすること。

（２）�時代に即した手法の導入	  
各関係機関及び団体は、従来の活動に加え、放送設備やオンライン会議システム等の活用による対面によらない交通安全教育等、時
代に即した効果的な手法を取り入れるものとする。

（３）�広報啓発活動の展開	  
　本運動を効果的に推進するために、あらゆる組織、団体等を通じて交通ルールの遵守と交通マナーアップが図られるよう
広報啓発活動を展開すること。									          
　特に、交通安全教育動画の配信等、ウェブサイトやＳＮＳによる情報発信を積極的に展開するものとする。	  
　なお、広報啓発活動にあたっては、昨年及び本年上半期の交通死亡事故の特徴には、車両単独、正面衝突、追突といった一方的な
過失によるものが多く見られることを踏まえ、運転への集中と緊張感の保持、確実な運転操作、スピードダウンの徹底についても呼
び掛けるものとする。
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令和５年秋の全国交通安全運動の実施について
中国運輸局

中国運輸局岡山運輸支局長より、「令和５年秋の全国交通安全運動の実施について」下記の通り通達があ
りました。会員各位におかれましては、下記実施計画に基づき本運動に積極的に取り組まれますとともに、
別紙「自主点検表」を活用した職場の点検を実施されますようお願い致します。なお、51ページの「自主点
検表」は各事業所において保存しておいてください。

期 間：９月２１日(木 )から３０日(土 )

中国運輸局においては、「こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保」、「夕暮れ時と夜間の交通事
故防止及び飲酒運転等の根絶」及び「自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底」を重点として、
下記事項について積極的に取り組むものとする。

なお、本運動期間中の９月３０日(土)が「交通事故死ゼロを目指す日」であることを踏まえ、本運動の展開
に併せて、その趣旨が国民に正しく理解されるよう努めるものとする。

記

１．自転車等通行空間の通行ルールの周知徹底

平成２８年７月に、国土交通省と警察庁が合同で改定した「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」において、自
転車は「車両」であり車道通行が大原則という考えのもとで「自転車道」「自転車専用通行帯」に加え、「自転車と自動車を車
道で混在（車道混在）」の法定外表示である矢羽根型路面表示の整備を推進しているところである。

矢羽根型路面表示は、自転車等の左側通行と車道における自転車等の通行位置を自転車利用者とドライバーの双方に
示すものであるが、まだ道路利用者に十分浸透していない。

このため、今般の道路交通法の改正により電動キックボード等が自転車と同様の空間を通行することとなったことも踏ま
え、自転車等通行空間の整備に合わせ、整備形態に応じた通行ルールを所属職員へ周知徹底させる。

また、道路交通法の改正により全ての自転車利用者に対してヘルメットの着用が努力義務とされたことも踏まえ、国民の
手本となるよう、所属職員に対して、改定された「自転車安全利用五則」などを活用するなどし、自転車ヘルメット着用を含む
自転車通行ルール等の周知を図り、ルールの遵守について指導を徹底する。

２．事業用自動車等の安全運行の確保

（１）�　令和４年８月に名古屋市の高速道路において乗合バスが、１０月には静岡県の県道において観光バスがそれぞれ横
転し、乗客が亡くなる痛ましい事故が発生したところ、事業者に対する指導や監査により法令遵守を改めて徹底する
とともに、事故調査等を通じて明らかになる事実関係も踏まえつつ、再発防止に向けた対策を検討していく。

（２）�　自動車運送事業者に対し、運輸安全マネジメントを徹底し、輸送の安全が最優先であるという意識を内部に浸透さ
せ、経営トップから現場まで組織が一体となって輸送の安全性の向上に努めるよう意識の高揚を図る。

（３）�　事業用自動車の安全運行の徹底を図るため、自動車運送事業者団体を通じて、自動車運送事業者、運行管理者に
対し、次の事項に重点を置いた取組みを推進するよう指導する。
① �シートベルトを座席に埋没させないなど、乗客が常時着用することができる状態にしておくことはもとより、安全

確保のため、車内放送等により乗客にシートベルトの着用を促すとともに、発車前に着用状況を目視等により確認
すること。

② �運転者の体調急変に伴う事故を防止するため、「事業用自動車の運転者の健康管理マニュアル」（平成２６年４月１８
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日改訂）に基づき、運転者の疾病等の状況、医薬品の服用状況等を把握し、健康状態に異常が認められた場合に
は運転者を交替させる等、適切な運行管理を徹底すること。　

③ �過労運転や睡眠不足による事故を防止するため、これら生理的要因が交通事故を引き起こす恐れがあることを運
転者に理解させるとともに、日々の点呼における疲労、睡眠不足の状態の確認や、適切な運行指示書の作成など
の運行管理を徹底すること。

④ �乗務中の携帯電話による通話やスマートフォンの操作を絶対に行わないよう、また、横断歩道において歩行者を
優先するよう徹底すること。

⑤ �運転者に対し、妨害運転（いわゆる「あおり運転」）の悪質性・危険性を周知し、その防止を徹底すること。また、適性
診断の結果も活用するなどして、運転者に対し「思いやり・ゆずり合い」を意識させ、周囲の交通に配慮した運転に
努めるよう指導すること。さらに、ドライブレコーダーの利用及びその映像の活用を図ること。

⑥ �子供、高齢者、障害者等に配意し、歩行者及び自転車利用者の安全確保を図ること。
⑦ �飲酒運転の根絶に向けた運転者に対する指導監督を適切に実施するとともに、運行の際には、アルコール検知器

の使用による酒気帯びの確認を確実に行うなど、厳正な点呼を実施し、飲酒運転の絶無を図ること。
⑧ �覚せい剤や危険ドラッグ等薬物の使用防止の指導・啓発を徹底すること。
⑨ �夕暮れ時における前照灯の早めの点灯及び、暗い道等での走行用前照灯（上向き）とすれ違い用前照灯（下向き）

の小まめな切替えを励行すること。
⑩ �車高、視野、死角、内輪差、制動距離等各自動車の構造上の特性を把握し、安全確保を徹底するよう指導すること。
⑪ �進路変更、転回、後退等の際は、あらかじめバックミラー等により周囲の安全を充分に確かめるとともに、後退時等

に周囲の歩行者等に対して警報を発する装置（後退警報装置、左折警報装置など）を備える車両では、やむを得な
い場合を除き、当該装置を停止しないよう指導すること。

⑫～⑬ (省略:乗り合いバス、タクシー関係)
⑭ �トラックにおいては、追突事故の発生が多いことを踏まえ、その防止対策の強化を図ること。

（４）�　重大事故及び飲酒運転等悪質な法令違反を引き起こした事業者等に対し重点的に監査を実施するとともに、遵
守事項の違反があった場合には厳格な行政処分を実施する等により、自動車運送事業者における法令遵守の徹底
を図る。

（５）�　自動車運送事業の利用者の安全に関する意識の醸成・高揚を図る観点から、安全対策が確保された優良事業者の
選定に資するよう、自動車運送事業者の安全に関する情報の積極的かつ分かりやすい提供に努める。

（６）　(省略:自家用有償旅客運送関係)

３．車両の安全対策の推進

（１）�　より安全な自動車及び安全装置の普及促進とその正しい使い方の啓発のため、自動車販売関係団体、自家用自動
車関係団体等を通じ、また、あらゆる機会を活用して、自動車アセスメントによる車種別安全性能（衝突安全性能及び
予防安全性能等）の比較情報や衝突被害軽減ブレーキの性能認定制度の認定結果の提供等により、高齢者をはじめ
とするユーザーに対し、衝突被害軽減ブレーキ等を備えた安全運転サポート車などの高齢運転者の安全運転にも資
する自動車及び安全装置の普及促進を図るとともに、その正しい使い方の啓発を行う。

（２）�　自動車運送事業者団体、自動車整備事業者団体、自家用自動車関係団体等を通じ、自動車運送事業者、整備事業
者、レンタカー事業者、整備管理者、自家用自動車使用者等に対し、次の事項に重点を置いて、適切に点検整備されて
いない車両及び不正改造車の排除と車両の安全確保の徹底について、「自動車点検整備推進運動」、「不正改造車を
排除する運動」等との連携を図り効果が上がる取組がなされるよう、指導・啓発する。また、点検整備にあたって必要と
なる情報の提供について自動車製作者等を指導する。
① 日常点検整備及び定期点検整備の確実な実施
② 不正改造の禁止

（３）�　警察との密接な連携により、不正改造車等が集結する場所等において街頭検査を効果的に実施し、無車検・無保
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険車両、適切に点検整備されていない車両（衝突事故につながる摩耗タイヤの装着等）、及び不正改造車（違法マ
フラーの装着、不適切な着色フィルムの貼付や装飾板の装着、速度抑制装置の解除・取外し、突入防止装置の取外
し、過積載等を助長するさし枠の取付け、シートベルト警報装置を解除する用品の取付け等）の発見・排除に努める。 
　また、ホイール・ナット脱落等による車輪脱落事故や車両火災事故、スペアタイヤ落下による事故等を防止するため
の確実な点検整備の励行について指導を行う。

（４）�　リコールに関する一般ユーザーからの不具合情報を円滑に入手できるよう、自動車不具合情報ホットラインの周知
に努める。

４．全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

自動車運送事業者団体、自家用自動車関係団体等を通じ、次の事項に重点をおいて、全ての座席での正しい方法による
シートベルトの着用又はチャイルドシートの使用の徹底について指導・啓発する。
（１）�　トラック事業者、タクシー・ハイヤー事業者及びバス事業者に対しては、乗務員に対する適正なシートベルトの着用

の徹底を指導する。
（２）～（４）　（省略：バス、タクシー、自家用自動車関係）

５．事業用自動車の事故等の情報の提供

事業用自動車による重大事故の発生状況（事故速報に基づくもの）、事業用自動車に係る各種安全対策等について、メー
ルマガジン「事業用自動車安全通信」等で情報を提供することにより、自動車運送事業関係者等の安全意識の高揚を図る。

６．鉄軌道の安全確保 （省略)

７．広報活動の推進

関係団体等を通じ、本年９月３０日(土)が「交通事故死ゼロを目指す日」とされたことに留意しつつ、次の広報活動を展
開する。
（１）�　交通安全意識の高揚を図るため、横断幕、ホームページ等による広報活動や路側放送等を活用した交通安全の呼

びかけ等を行うとともに、マスメディアに対し、交通安全運動に関する情報の提供等の働きかけを行う。
（２）�　一般道路利用者が多く集まる道の駅、サービスエリア、パーキングエリア等の施設を活用して、関係機関との連携

の下に、交通安全に関する広報啓発活動を積極的に実施する。
（３）�　車内放送を通じ、また、車両、駅、停留所、事業所等にポスター、垂幕、立看板等を掲示し、本運動の趣旨を一般に周

知する。
（４）�　関係団体の広報誌やポスター掲示等を通じ、また、事業用自動車の運転者及び運行管理者を対象とする講習会等

を開催し、本運動の趣旨及び次の広報事項を周知する。
① �歩行者及び自転車利用者（特に子供と高齢者）の安全や乗合バス等における高齢の乗客の保護に配慮
② �後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
③ �より安全な自動車及び安全装置の普及促進とその正しい使い方の啓発
④ �自賠責制度の役割と交通事故被害者保護の重要性
⑤ �飲酒運転や無免許運転、覚せい剤や危険ドラッグ等の薬物使用運転等、悪質・危険な運転行為の禁止の徹底
⑥ �「無車検」車両、「無保険」車両及び「登録番号標不表示」車両の運転防止
⑦ �不正改造の禁止・不正改造車の排除の徹底及び自動車の点検整備の励行促進
⑧ �「迷惑駐車をしない、させない」の励行

（５）�　道路交通の安全の確保を図るため、落石や道路標識の破損等道路を安全に通行する際に支障となる事象を協力者
から道路管理者へ通報等を行う「ボランティア・サポート・プログラム」について、広報活動の機会を活用して、特に、道
路利用者にその趣旨を理解していただき、制度の普及、充実を図る。

８．海上交通の安全確保  （省略）
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第２７回
「トラックの日」記念ゴルフコンペのご案内

日 　 時 	� 令 和５年１０月１３日（ 金 ）	  
８：００から順 次 スタ ート

場 　 所 	� 後 楽 ゴ ルフ倶 楽 部 	  
岡 山 市 北 区 真 星２６１０	  
℡：０８６－２９９－０５１１

プ レ ー フ ィ ー 	� １２，５００円  （ 税 込 み・ソフトドリンク付 き ）

チャリティー募金 	 １，０００円

※ 表 彰 式 は 実 施 い たしませ ん 。

☆９月初旬に各支部より参加申込書をお送りします。
☆参加ご希望の方は９月２９日（金）までに支部あて申込み下さい。
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会員名簿（令和５年度）変更のお知らせ
※変更箇所のみ記載	 	 	 	 	 	 	 	 	 　　　　 （令和５年９月）
NO. 事業者名 変更内容 変更後

16 暁セフティ㈱ 代表者名 俣野　祐之

172 ㈱オークラロジ　岡山営業所
Ｔ Ｅ Ｌ 072-605-1818
Ｆ Ａ Ｘ 072-673-7744

345 ㈲北方運送 代表者名 藤原　隆志

439 国際運輸㈲ 退 会

457 ㈲小林産業輸送 代表者名 小林　佐知子

484 佐川急便㈱　山陽営業所 代表者名 空先　秀城

502 三愛オブリガスサービス中国㈱ 代表者名 清水　幸一

590 ㈲白神商事 退 会

704 ㈲ダイアサービス 代表者名 坂井　孝光

1197 ㈱前田物流サービス
役 職 名 代表取締役社長
代表者名 前田　駿弥

1486 ㈱脇地運送　岡山営業所 所 在 地 〒701-0204　岡山市南区大福 193

新規に入会された方のご紹介
NO. 事業者名 役職・代表者 所在地 TEL・FAX 地区

268 落合アサノ㈱ 代 表 取 締 役	
小 倉　 清 一

〒700-8004	
岡山市中区江並 347-59

TEL 086-274-3020	
FAX 086-238-5910 岡山

882 ㈱東京アルファライン　岡山営業所 所　　　 長	
大 川　　 勇

〒719-1111	
総社市長良 4-10

TEL 0866-94-8228	
FAX 0866-94-8229 総社

1419 ㈱ LINE　HEART 代 表 取 締 役	
岩 本　 明 久

〒710-0142	
倉敷市林 1906-1

TEL 086-454-8956	
FAX 086-454-8966 倉敷

退会について

岡山県トラック協会から退会される場合の会費請求は、退会月分までとさせていただきます。日割り請求等ございませんので、予めご了承く
ださい。
また、退会届に記入する退会予定日より後の日付で退会届が岡山県トラック協会（本部、又は支部）に到着いたしますと到着日が退会日となり
ますのでご注意ください。

　　　　　　　（例） 退会予定日 退会届の到着日 退会日 請求する月
令和５年９月１日 令和５年９月１日 令和５年９月１日 令和５年９月分まで
令和５年９月３０日 令和５年９月２０日 令和５年９月３０日 令和５年９月分まで
令和５年９月３０日 令和５年９月３０日 令和５年９月３０日 令和５年９月分まで
令和５年９月３０日 令和５年１０月１日 令和５年１０月１日 令和５年１０月分まで

退会届の到着が遅れたり、翌月になりそうな場合はお手数ですが、岡山県トラック協会本部（０８６-２３４-８２１１）までご連絡をお願いいたします。
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お知らせ

閲 

覧 

室

消費税抜きの価格となります

２０２３年７月２５日 現在
（公社）全日本トラック協会

軽油価格動向推移表（全国平均・中国地区）
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120.80120.80 119.52 119.52 119.81119.81 122.32 122.32 121.22121.22 119.65119.65 120.01120.01 119.88119.88 120.15120.15 120.69120.69 120.42 120.42 119.52119.52
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申込書関係
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